
サステナビリティ経営の推進体制

サステナビリティ・ガバナンス

 サステナビリティ経営の実現に向けたモニタリング体制

当社はサステナビリティ経営を推進し、持続的な成長を目指すため、特定した5つのマテリアリティに紐付く経営戦略の進捗状況の確
認や、改善に向けた提言を行っていくモニタリング体制を構築しています。適切なガバナンスとPDCAサイクルの推進を図り、サステ
ナビリティ経営の実効性を向上していきます。

連携
全社サステナビリティの 
企画・推進・総括

マテリアリティ（重要課題）に 
関する事項

サステナビリティ委員会の役割
当社は、サステナビリティ経営にかかわる審議機関としてサステナビリティ委員会を設置し（2018年4月～）、原則年2回 
開催しています。サステナビリティ委員会で審議された重要事項については、経営会議および取締役会へ報告・審議を行い、

取締役会の監督を受ける体制を構築しています。サステナビリティ委員会は取締役経営企画部門長が委員長を務め、サステナ

ビリティを重要な経営課題と認識し、マテリアリティへの対応をはじめとするさまざまな取り組みを進めています。

   なお、当社は、社長直轄の監査部門を独立した組織として設置し、当社およびグループ会社に対し内部監査（サステナビリ
ティ関連事項の監査も含む）を実施しています。常勤監査役は、原則毎月1回、監査部門と会議を開催して情報交換を行ってお
り、これらの情報のうち重要なものは、監査役会で社外監査役へ報告を行っています。
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各部門長（IT・事務、人事・総務、法務・リスク管理部門）
経営企画部長、サステナビリティ推進部長

5事業分野営業統括部長 
（国内リース・オートモビリティ・スペシャルティ・国際・環境インフラ） 
オブザーバー（必要に応じて招集）

主な議案の審議・報告および対応状況
主要な議案 2023年度 2024年度

情報開示   CSRD（企業サステナビリティ報告指令）に基づく 
開示対応の検討

  国内外のサステナビリティ情報開示基準への対応状況

対応
  当社グループの適用会社を特定し、EU域外適
用の親会社対応として現在の開示資料と基準間
のギャップ分析を実施

対応
   バリューチェーンごとにインパクト（I）・リスク
（R）・機会（O）を洗い出し、各 IROに対してレー
ティングを実施

カーボン 
ニュートラルへの 
取り組み

  カーボンニュートラル達成に向けた実行計画および 
進捗報告

  カーボンニュートラル達成に向けた実行計画および 
進捗報告

対応
  ➀  Scope1および2の開示対象範囲の拡大
（2022年度90社⇒2023年度93社）

  ➁  CO2排出量および削減貢献量に関する第三
者保証の継続的な取得

対応
  ➀  Scope1および2の開示対象範囲の拡大
（2023年度93社⇒2024年度97社）

  ➁  Scope3への対応として、「開示方針」と「削
減方針」を整理。Scope3排出量の多い事業
を中心に、取り組みを推進

マテリアリティ    マテリアリティに関する新たなKPIの策定  当社のマテリアリティに係るKPIの実績報告

対応
  「脱炭素社会への貢献」「社会インフラ整備への貢
献」「持続可能な資源利用への対応」の3つのマテ
リアリティに紐付く新KPI「契約高など」を策定

対応
  マテリアリティに係るKPIの目標・実績のサステ
ナビリティ委員会への報告を通じて、KPIによる
PDCAサイクルを確立

サステナビリティ経営の 
推進に向けた 
中長期的な取り組み
（ロードマップ）の 
進捗状況

  「中期経営計画2027」におけるサステナビリティ・ロード
マップ（37の推進項目）の策定

   「中期経営計画2027」におけるサステナビリティ・ロード
マップの進捗状況（2024年度）

対応
  2023年度の進捗状況および2024～2025年
度の計画を報告

対応
  2024年度進捗状況、2025年度計画、および

2025年度の対応において留意が必要な事項を
報告

その他   「環境・社会に配慮した投融資方針」を制定  当社におけるTNFD対応の検討

対応
  石炭火力発電所の新設・拡張に係る投融資などを
禁じるなど当社グループの取り組み方針を明文化

対応
  TNFD対応（生物多様性・自然資本に関する情報
開示など）について、短期・中長期の方針を報告

PDCAサイクルの推進
2020年2月にサステナビリティ・ロードマップを策定し、サステナビリティ委員会において審議・決定の上、経営会議および取締役会
へ報告を行いました。

　サステナビリティ委員会は、サステナビリティ・ロードマップに基づきその進捗を管理し、経営会議および取締役会へ報告を行ってい

ます。この進捗報告を踏まえ必要に応じて、サステナビリティ委員会、経営会議および取締役会からサステナビリティ推進部および関係

部署に適切に指示がなされ、その対応を実施することで、サステナビリティ経営の実効性の向上およびESG戦略の強化を図っています。
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